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五 カ年計画 を可視化す る

一
イゾスタトとソヴィエトのインフォグラフイックス

ー

'可

本す   彩
(KAWAMURAAya)

1930年代のスターリン政権下のソヴイエ トでは産業の発達を写真やイ

ラス トによって示 したアルバムが盛んに出版された。それらの制作に携

わったのは、エリ・リシツキー、アレクサンドル・ロ トチェンコ、ワル

ワラ・ステパノワら構成主義時代から活躍 していた芸術家たちだった。

コレクターであり芸術家のミハイル 。カラシクはこれらの本を「祝典本

[ΠapaДHtt KHИra]」 と呼び、極めて芸術性が高 く技巧 を凝 らしたデザイ

ンが施されていることから、フランス等で盛んに制作されている「アー

ティス ト・ブック」に匹敵するとしている
1)。 これらのアルバムは第一

次五カ年計画の成果が総括された 1934年の第 17回党大会の頃から盛ん

に制作されるようになった。アルバムの目的はスターリンの五カ年計画

によって達成されたソヴイエトの成功を視覚的に示すことだった。

アルバムでは写真が主要なデザインの素材となっているが、しばしば

統計データを絵や記号、地図によって表したインフォグラフイックスが

挿入されている。これはソヴイエ トでは図解統計 [И30CTaTИ CTИK」 と呼

ばれ、全連邦ソヴイエ ト建設産業図解統計研究所 [BCeCOЮ 3HЫЙ ИHCTИwT
И306pa3ИTCЛЬHOЙ CTttИ CMKИ COBCTCЮ

「
O CTpOИ TCЛЬCTBa И X03ЯЙCT3a](通 称

イゾスタト)に よって提供されたものだった。イゾスタトは 1931年 にモ

スクワに創設された科学的統計に関する研究所であり、設立にあたって

はウィーンの経済学者オットー・ノイラー トが協力 した。ノイラー トは

画家グル ト・アルンツの助けを借 りて統計データを図で表す手法「ウイー



ンメソッド」を確立 していた。彼 はソヴィエ ト政府から招聘 を受け、

1931年から34年 にかけてアルンツを含むウィーンの博物館スタッフと

ともに度々モスクワに滞在 し、イゾスタトで仕事を行なった。1935年以

降、イゾスタトは上記の五カ年計画の成果を示すアルバムに盛んに図解

統計を提供するが、1940年 には解体される。イブスタトの図解統計は極

めて芸術性が高 く、ソヴィエ ト時代の視覚文化の一つとして注 目に値す

る。だがこれまでのところ、2018年 にロシア国立アーカイヴの協力をえ

て「シャブロフカ」ギャラリーで「イゾスタト」展
2)が

開催されたこと

を除いては、「イゾスタト」の出版物に焦点を当てた研究はほとんどなさ

れていない。

本論文では、著者がロシア国立図書館で調査 したイゾスタトの出版物

を分析 し、インフォグラフイックスがこれらの書籍の中でどのような役

割を果たしていたのか考察する。第 1節ではウィーンでのノイラー トの

活動 と哲学的思想を分析 し、彼がソヴイエ トに滞在するきっかけとなっ

たリシツキーの思想 との共通性をも考察 しながら、イゾスタ トの図解統

計の元 となったウィーンメソッドの背景にある思想を考察する。第 2節

ではイゾスタトの出版物を分析 し、ソヴイエ トの図解統計がウィーンメ

ソッドとは異なった特色を備えて展開されたことを明らかにする。そし

て第 3節では社会主義リアリズムが公的な芸術様式となった当時の状況

のもとで、図解統計がスターリン時代の視覚表象の一つとしてどのよう

な役割を果たしていたのか考察する。

1ロ ノイラー トとリシツキー

1882年 ウィーンに生まれたノイラー トはもともと経済学者であった。

1910年 に論考「戦争経済」を執筆 した後、第一次世界大戦での兵役を経

て、 ドイツのライプツイヒの戦争経済博物館で館長を務めた。1918年 8

月に開催された「世界包囲網と戦争経済」展では、イギリス海軍による

海上封鎖が ドイツ経済に対 してどのような影響をもたらしたかを、視覚

的な資料によって示すことに成功 した
3)。

その後もノイラー トは博物館



での展示方法に関して様々な工夫を試み、それらの手法を規格化、体系

化させることを通じて、ウィーンメソッドを発展させていく。

1918年 11月 に ドイツ革命が起こると、社会主義に傾倒 していたノイ

ラー トはバイエルンやザクセンで新たに誕生 した社会主義政権に対 して

盛んに提言を行い、バイエルン中央経財省総裁に着任 した。その後 ドイ

ツ革命が鎮圧されるとノイラー トは逮捕され、1919年故郷のオース トリ

アに送還される。当時の「赤いウィーン」に帰還 したノイラー トは郊外

住宅の建設運動に携わり、1923年 に「第五回小菜園・ジー ドルング [集

合住宅]・ 住宅建設」展を開催 して住宅建設運動の成果を発表した。この

展覧会では市庁舎ホールの壁面に住宅建設に関わる各種の図表が展示さ

れて大きな話題を呼んだ。

自らの展示に手応えを得たノイラー トは博物館の設立に向けて活動を

始めた。1924年 に市議会から財政援助を受けてジー ドルング博物館 を

設立 し、さらに 1925年 にはウィーン社会経済博物館 を設立する。博物

館は「社会衛生 と社会保険」「精神生活 と学校」「労働 と組織」「ジー ド

ルングと都市計画」の 4つの部門を持ち、各テーマに従って様々な社会

事象が統計図表によって示されていた。ここでは社会学や経済学の各種

統計データが物や人物や植物などの抽象的なイラス トで分か りやす く

示されていた。この方法は、ウィーンメソッドと呼ばれるようになり、

ノイラー トのイギリス亡命後にはアイソタイプ [Intcmational System of

TypogrThic Picmre Education]と 命名された。【図 1】

【図1l νodem menわ めe maたわg,1939



社会主義者だったノイラートが「最新の経済的社会学的事実を一日で」

示すウィーンメソッドによる展示を試みた背景には、労働者への啓蒙や

教育を実践するという目的があった。ノイラートはウィーンメソッドを

学校教育に導入するよう提唱し、国内外に普及させることにも熱心に取

り組んだ。ノイラートが目指したのは、「言語の障壁」を取 り除くこと

で、子供やリテラシーの低い人々を含む誰もが、現実の状況および自分

の住む世界を科学的に理解できるようになることだった。「言葉は分断

し、絵は統合する」が彼のモットーだった
4。

1929年 に芸術家のグルト・アルンッが博術館の正式なスタッフになる

と、ウィーンメソッドは進化を遂げた。アルンツは1910年代後半にはケ

ルン進歩派の若い画家たちと交流し、表現主義の影響を受けた本版画の

制作を行っていた。1925年 にはケルンの「新書店」で初の個展を開催す

るが、そのとき友人の画家ザイヴェルトはカタログに寄稿し、アルンッ

の作品について次のように書いている。「彼はドイツ国内では珍しく、ど

の作品も感傷を排除して彫る。・… 単純さ、事実、それが全てだ。ここで

は形はシンボルヘと単純化されている」
5)。 この評価からは、アルンツが

画家として事実を重視し形象をシンボルヘと単純化する能力を持ってい

たことがわかる。アルンツのこの能力によってウィーンメソッドはいつ

そう洗練されたものになった
6)。

1929年、ライプツイヒのビブリオグラフイ社はノイラートにアトラス

「社会と経済」の制作を依頼した。この制作には、ノイラートとアルン

ツに加えて、統計の専門家、美術史家、地図製作者、デザイナーといっ

た多様な人材が参加した。このような共同制作のスタイルにもノイラー

トの思想が反映されている。ノイラートは博物館の仕事は多様な技能を

持ったメンバーが参加する集団作業でなければならず、そこでは「トラ

ンスフォーマー」が重要な役割を果たすべきだと考えた。 トランスフォー

マーとは、科学的な知識を容易に理解できる「視覚的現実」へと翻訳す

るための博物館スタッフであり、「専門家と一般公衆との間のギヤップ

を橋渡しする」
7)役

割を担う。複雑な現実の社会的経済的事象を、整理、
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分析、編集することによって抽象的・視覚的なものへ と「変形 (ト ラン

スフォーム)」 させるのが、ノイラー トの考える トランスフォーマーだっ

た。

ところで、ウィーンメソッドという発想は当時のウイーンで展開され

た哲学の動向と密接な関係にあった。ノイラートは1929年 に哲学者のル

ドルフ。カルナップと数学者のハンス・ハーンとともに論理実証主義を

主張するウィーン学団を設立した。ウィーン学団は形而上的なものを退

けて実証と経験を重んじ、哲学を科学化することを主張した。そしてす

べての科学を一貫した体系で捉える「統一科学」を提唱した 8)。

ノイラートは現実の事象は複雑で特定の姿を持たないと考え、そのよ

うな事象を論理的でシステマテイックな「言語」によって解釈すること

を目指した。彼は次のように述べている。

論理思考の科学は、科学の統合を可能にし、諸科学に「ひとつの言

語」を与えるだろう。そしてアイソタイプシステムは、諸科学と世

界の人々のための視覚補助言語として、「絵によるひとつの言語」の

実現を可能にするのである。
9)

ここからは、ノイラー トはウィーンメソッドを、既存の言語や諸分野の

間の障壁 を取 り除き、移 り変わる現実の複雑な事象 を統計 と視覚的な

「言語」によって説明するシステムとして考えていたことがわかる。この

ウィーンメソッドの志向はウィーン学団が論理実証主義によって目指 し

ていた「統一科学」と一致する。ノイラー トは世界を解釈する一つの方

法としてデータの視覚化・抽象化を考案したのである。

ノイラー トのウィーンメソッドがロシアにもたらされるきっかけと

なったのは構成主義芸術家のリシツキーとの出会いだった。1928年 ケ

ルンでのプレッサ展のためにヨーロッパに滞在 したリシツキーはウイー

ンを訪れ、ノイラー トと知 り合った。社会主義に傾倒 していたノイラー

トはソヴィエ ト連邦に強い関心を持っていた。一方アルンツもまた画家
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としてリシツキーの幾何学的抽象画に強い興味を抱いていた。こうして

1931年 ノイラー トがソヴイエ トに滞在 し、彼の尽力によってモスクワに

イゾスタトが設立された。イゾスタトでは、ノイラー トとアルンツのほ

か、数名の外国人スタッフが技術者 として働 き、ロシア人のリーダーに

よって4つ の作業グループが形成されていた
10)。

ノイラー トはモスクワ滞在中もリシツキーと親交を結んだ。『ソヴイエ

トの亜熱帯』 (1934)『 社会主義の産業』 (1935)な ど、リシツキーのデ

ザインしたアルバムの多 くには図解統計が挿入されている。中でも『ソ

ヴィエ トの国家体制と国民経済のイラス トアルバム』
11)は

本一冊が全て

ウィーンメソッドのみで編集されてお り、文章やイラス トなどインフォ

グラフイックス以外の表現がない 【図 2】 。このアルバムはリシツキーが

ロシアパヴイリオンのデザインを手がけることになっていた 1939年 の

ニューヨーク万博に合わせて出版された。このアルバムはノイラー トが

ソヴィエ トとの関係を絶ったのちに制作 されているものの、ノイラー ト

のウィーンメソッドに忠実に従って作 られている。

【図2】 椅子で休息する女性の絵によって、休暇を取

る労働者の数が増えたことを示している。

ノイラートと同様リシツキーもまた、抽象的で単純なイメージによっ

て情報を視覚的に伝達することを考えていた。彼はノイラートと出会う

前から幾何学的な形態を用いたグラフイックデザインを試みていた。有

名なポスター 《赤い楔で白を打て》(1920)【 図 3】 は、反革命の白軍を意

味する白い円に、赤軍を示す赤い楔が打ち込まれ、白軍を打破しようとし

ている。また、絵本『二つの正方形の物語』(1922)は 革命を象徴する物
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語である。そこでは二つの正方形が地球にやってきて、黒を打ち砕 き、

社会主義を表す赤い正方形を地球に打ち立てる。リシツキーはスプレマ

チズム絵画のシステムを利用 して革命を解釈 し、幾何学的な抽象によっ

て表現 したのである。

【図3】

リシツキーは視覚的体系によって意味を表現するグラフイックを試み

ると同時に、言葉の機能を見直す主張を繰り返しおこなっている。彼は、

現代では詩と広告において「思考と言葉 [peЧЬ]の新しい形式が開きつつ

ある」と述べている
12。

思考するための手段は言葉に限られないこと、

言葉には意味だけでなく文字という形態の側面もあることをリシツキー

は強く意識していた。リシツキーの論文「われわれの本」(1926… 27)で

は、表音文字であるアルファベットは、絵に由来するヒエログリフや漢

字などの象形文字が持っていた、見れば誰でもわかるという性質を失っ

てしまったことが指摘される。そしてこの失われた可能性を獲得するこ

とこそが F今 日の本の可能性」だとリシツキーは述べる
13)。

リシツキー

はノイラートと同様に、一日見れば誰でもわかるような表現、つまリリ

テラシーの高くない読者でも瞬時に理解できるような視覚的表現方法の

可能性を探求したのである。

さらに同論文でリシツキーは、言葉には「二つの次元」があると指摘

する。その二つとは時間の機能を持った音としての話し言葉と空間の機
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能を持った文字である。そして彼は後者の機能の可能性は十分に発揮さ

れておらず、探求の余地があると考える。彼によれば、この言葉の二つ

の次元を先んじて探求したのはアメリカで出版された本であり、それは

二つのことばの機能の「相互関係を改革 した」。通常、アルファベットや

キリル文字のような表音文字は、音 としての言葉の機能が先にあり、そ

れを形 としての文字で写 し取ったものだが、アメリカの本は後者が主役

となっているとリシツキーは考える
141。

リシツキーは、言葉の機能を根本的に捉えなおし、形としての文字の

機能を前景化させたグラフイックデザインによって、一日で理解可能で

リテラシーの低い者でもアクセスしうる表現を実現できると考えた。リ

シッキーとノイラー トが共通 して目指 していたのは、視覚的造形によっ

て誰でも理解することのできる、普遍的な情報伝達の方法を可能にする

ことだった。リシツキーにとってウィーンメソッドは、自分の目指 して

いたことに先立って、数値 (量 )の視覚化を成功させた事例 として見え

たに違いない。

2.イ ゾスタトと図解統計

で́は図解統計はソヴイエ トではどのような発達を遂げたのだろうか。

ノイラートがモスクワに滞在する以前にすでにソヴイエトではインフォ

グラフイックスが実践されていた
15)。 1931年のノイラートの訪間に先駆

けて、レニングラード造形出版局はインフォグラフイックスに携わる部

門を組織した。同年この出版局からイワン・イワニツキー監イ|夕のもとイ

ンフォグラフイックスによってデザインされた 72枚から成るポスター

および絵葉書のシリーズ「技術・経済に関して先行する資本主義諸国に

10年で追いつけ追い越せ」
16)が

発行された 【図 4】 。ポスターでは、第

一次五カ年計画でソヴイエ トがいかに経済成長を成し遂げたかがグラフ

によって示されている。このシリーズでは「キノレント」と呼ばれる独

自の絵グラフが用いられている。「キノレント」とはイラス トを映画の

フイルム状につなげて量を相対的に示す一種の棒グラフである。イラス

8



トレーションの要素の強いこのシリーズは、絵による棒グラフという手

法は同じでありながらも、記号のような簡素な図によって表されるノイ

ラートのウイーンメソッドとは似ても似つかない。また、ノイラートの

本はインフォグラフイックスのみで構成されるのに対し、このシリーズ

では背景のイラストレーションが目立っている。

【図41

イゾスタトに移ったイワニツキーは1932年 に『図解統計学とウィーン

メソッド』
17)を

出版する。そこでイワニツキーはウィーンメソッドを詳

細に紹介すると同時に批判してもいる。彼はウィーンメソッドの弱点は

数値を正確に表せないことだとする。ウィーンメソッドでは、せいぜい

半分の数値を表す際に半身の人間を示すことしかできず、正確な数値の

比較ができない。また、小さい人間と大きな人間を並べて示すだけでは

両者の間の正確な量の差はわからない。1936年 にイゾスタトから出版さ

れたアルバム『数字におけるソ連邦の青年たち』【図 5】
18)で は細かい数

値が書き込まれ、ノイラートの方法の欠点に対する解決策が実現されて

いる。

イワニツキーはこの本の冒頭で次のように述べている。「図解統計は、

それを社会主義建設の時代に全ての労働者階級が手中にすることで、マ

ス・アジテーションの強力な武器とならなければならない。これはレー

ニンの直接の遺訓である」
19)。

ソヴイエ トの図解統計は事実を示すデー

タである以上に、プロパガンダの手段であることが最初から目指されて

9



【図5】

いたのだ。

実際、ソヴイエ トではフォトモンタージュやコラージユが 1920年代か

ら盛んに制作されていた。例えばロ トチェンコの「ボリシェヴイキの歴

史」(1925-26)【 図 61の ように、写真と資料でソヴイエ トの歴史を表し

た展示物が制作されていた。また、クルツィスも雑誌『30日 』 (1929年

第 11号)において農産物や電力、石油の生産量の増加の数値のグラフを

フォトモンタージュとともに示す誌面デザインを行なっている 【図 7】 。

ソヴイエ トでは抽象的なシンボルで事物を示すウイーンメソッドに先駆

けて、社会の現実を伝えるドキュメンタリーとしてのフォトモンター

ジュの手法が発達していたのである。
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イゾスタトが 1933年 に出版 したアルバム『五カ年計画のもとでのソ

ヴィエ ト連邦の再建設』
20)で

は、スタ_リ ンの 5カ 年計画でソヴイエ

トがいかに生産量を向上させ、生活を豊かにしたかが統計的に示されて

いる。労働人口、石油や鉄鋼の輸出量、電力供給、輸送量、国営農場の

面積、新たに建設された街、出版点数など、農業および工業生産、文化

や福祉などあらゆる分野にわたるソヴイエ トの発展が、イラス トを用い

た図によって示 されている。人物や生産物を示す絵は記号のようにシン

プルで抽象化されてお り、絵の数によつて量の増加が示されている。ま

た本全体を通して統一された絵グラフが用いられている。これらの点か

ら『五カ年計画のもとでのソヴイエ ト連邦の再建設』にはノイラー トの

ウィーンメプッドが厳格に適用されていることがわかる。

【図 8】

ただし注目すべきことは、出版時点ではまだ明らかになっていない

1933年の数値が「計画」として示されていることである 【図 8】 。このア

ルバムに限らず、ソヴイエ トの図解統計ではしばしば「計画」という数

値が書き込まれている。これは実際のデータではなく、予想される生産

量あるいは達成すべき数値目標である。いわば未来の理想が現実の科学

的データに接続されて示されているのである。

このアルバムには英語とロシア語の二つのバージョンが存在する。他

にも1930年代に発行されたアルバムには英語のものが多数存在する。こ

のことからわかるのは、アルバムは国外の読者を想定し、その目的の一
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つは社会主義国ソヴイエ トの発展と五カ年計画の成果を国外に報せるこ

とであった、ということである。研究者のエリカ・ウルフは多言語で出

版されたグラフ雑誌 『建設のソ連邦』が、国内の労働者のみならず、ソ

ヴイエ トにシンパシーを寄せる海外のインテリ層や、スターリン時代の

エリー トが読者層として設定されていたと指摘 している
21)。 『建設のソ

連邦』 よりも素材の質が高 くデザインに凝つた高価なアルバムは、おそ

らく一般的な労働者よりも国内外のエリー ト層を読者 として想定 してい

たと考えられる。

【図 9】

1934年にイゾスタトから出版された『航空と航空術』
22)はぺ_ジが綴

じられたアルバムではなく、バラバラのページがファイルに入ったポー

トフォリオの形式になっている。このアルバムでは、旅客や輸送量、飛

行高度や飛行速度といった統計的な量が示されるのみならず、各飛行機

の内部の構造が図解されている 【図 91。 抽象的なウィーンメソッドとは

異なり、図はより具象的で正確である。ここでは統計を示すという目的

だけでなく、イラス トとしての魅力が追求されている。この点において

はウィーンメソッドからは逸脱しているものの、アルンツはこのアルバ

ムをソヴイエ トのインフォグラフイックスの中でも最も成功した例と考

えていた。

1934年、ノイラートはモスクワのイゾスタトとの協力関係を停止する。

12



その後ソヴイエ トの図解統計はウィーンメソッドから離れ、よリデザイ

ン性の強いものになった。たとえば、『ソヴイエ ト社会主義共和国連邦の

社会主義建設』
23)(1936)や 『スターリンの社会主義憲法』

24)(1937)【
図

101で は図解統計以外にも、イラス トや写真が多数用いられている。特

に前者においては『建設のソ連邦』のようなフォトドキュメンタリーが

メインとなり、その中に図解統計が挿入されている。一冊全てウィーン

メソッドで構成されることを前提としていたノイラートの手法とは異な

り、これらのアルバムの中ではウィーンメソッドは、ブックデザインの

様々な手法の一部となっている。イラス トレーションのページは色彩の

数が限られていて抽象的であるため、図解統計のページと極めて似通っ

ており、全体として統一が取れた印象を受ける。しかしそれゆえにアル

バム全体の中で図解統計のパートが際立つことがなく、様々な意匠の一

つとなっている。ノイラートが「メソッド」として確立したウィーンメ

ソッドはソヴイエ トの図解統計においてはその特権性と独立性を失って

いる。いわば、イラス トレーションが中心だったかつてのレニングラー

ド造形出版局の方法が洗練され、ウィーンメソッドがその中へと取り込

まれたといえよう。

【図 10】

ロトチェンコとステパノワによる『モスクワ再建』(1938)25)で は様々

なブックデザインのための意匠の一つとして図解統計が利用されている。
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『モスクワ再建』はカガノヴィチによるモスクワの都市整備を記念 したア

ルバムであり、フォトモンタージュをメインとしながら、アイソタイプ、

絵地図といった手法が総合的に用いられている。たとえば、路面電車の

乗客数や車庫の増加がバスの絵の図解統計で示されており、その隣の頁

には、道幅が拡張され、舗装された道路の写真が昔の通 りの写真 と並べ

て示される 【図 11】 。帝政時代の過去と社会主義時代の現代を写真によっ

て対比させる手法はアルバムの中でよく用いられているが、ここでは過

去 と比較 した時のソヴイエ トの発展が、図解統計のデータによって裏付

けられている。また、モスクワヘの水の供給や、河川での物流が地図と

組み合わせたアイソタイプによって不される。さらにこのアルバムでは、

インフォグラフイックスとページを組み合わせた造形的な トリックが試

みられている。コムソモール広場を図示 したページでは、読者が折 り畳

まれたページをめくることによって、地上を鉄道が通 り、二線の地下鉄

が地下で交差する広場の様子が明らかになる 【図 12】 。ロ トチェンコと

ステパノワのブックデザインでは、ページを操作することで読者を能動

的にし、アルバムの中に引き込む工夫がなされている。視覚的に情報を

伝達する手法は図解統計に限られない。このアルバムにおいて図解統計

は、アルバムにアクセン トを与え、読者 を飽 きさせない工夫の一つ と

なっている。

【図 11】                                          【図 12】

ソヴィエ トの図解統計はノイラー トのウィーンメソッ ドか ら乖離 した
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結果、イラス ト、フオトモンタージュやその他のデザイン上の仕掛けと

同じく、読者の注意を惹き付けるための手法の一つとして機能している。

ノイラー ト、そしてリシツキーが抱いていた、抽象 と図の力を借 りて情

報を視覚化 し、誰にでもわか りやす く科学的な情報を伝達することはも

はや図解統計の直接的な目的ではない。1930年代後半のソヴイエ トのア

ルバムにおける図解統計は、既存のプロパガンダを視覚的な形式で反復

し、ソヴィエ トの発展を華々しく示すスペクタクルの手法の一つとなっ

ている。

1935年 にノイラー トとアルンツはソヴイエ トとの関係を停止する。イ

ブスタトは 1940年頃解体させられ、同じ場所に事務所を構えたゴスプラ

ン出版局にその仕事は引き継がれた
26)。

3.お わりに一一―社会主義リアリズムの中の図解統計

上記で見たように、ノイラー トのウィーンメソッドとは異なり、ソ

ヴィエ トの図解統計は、イラス トレーションの要素が強く、ブック・デ

ザインの手法の一つとして用いられ、現実の数値でない「計画」も記述

されるという特徴を持っていた。1930年代のソヴイエ トでは、社会主

義リアリズムが公的な芸術様式とされ、当時出版されたアルバムやイゾ

スタトの出版物も多かれ少なかれその影響を受けていた。図解統計をス

ターリン時代の視覚的表象として見たとき、それはどのような役割を果

たしていたのか、最後に当時の状況から考察したい。

「ファクトの文学」を標榜した『新レフ』に代表されるように、ソヴイ

エトでは1920年代後半から文学や映画や写真の分野でドキュメンタリー

運動が盛んになった。複製技術の発達に後押しされることで映画と写真

は芸術における主要なジャンルとなった。研究者のアス トリッド・パパ

ジアンは、セルゲイ・トレチヤコフの作品や批評、ジガ 0ヴ ェルトフの

「映画眼」による作品、マクシム・ゴーリキーが発行した雑誌『われわれ

の達成』のプロジェクトなどを考察し、1921年から1934年 にかけてロ

シア文化の中で ドキュメンタリーの美学が極めて重要な役割を果たした
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ことを指摘 し、この時期を「 ドキュメンタリー 0モ メント」と名付けて

いる
27)。

そして 1930年代後半になると、新たな美学の発見として始まっ

た ドキュメンタリーヘの志向は、社会主義リアリズムの神話を形成する

強力な武器 となり、社会主義 リアリズムの中に溶解 したと指摘する
T28)。

1930年代のアルバムもまたこの「 ドキュメンタリー 0モ メント」の枠組

みの中で生み出されたといえる。

ドキュメンタリーの美学が社会主義リアリズムの「武器」となった原

因は、そもそもドキュメンタリーに内在する性質にある。パパジアンは

ソヴイエ トの ドキュメンタリーヘの志向を考える上で、映画研究者のビ

ル・ニコラの ドキュメンタリーの「二重状態」参照する。ニコラによれ

ば、 ドキュメンタリーは世界から得た「証拠」であると同時に「世界に

ついてのディスクール」であるという
29)。 この二重性は写真によく表

れている。写真は ドキュメントであり、現実の証拠 となる一方で、現実

に何が起こっているかを1不すデイスクールでもある。とりわけスターリ

ン時代のアルバムは、個々の写真を組み合わせるフォトモンタージュに

よって、五カ年計画によって発展 したソヴイエ トというデイスクールを

生み出している。ここでは証拠 としての写真の性質が、ディスクールの

真実性を保証する。そして科学的データとしての図解統計 もまた世界か

ら得た証拠であると同時に、ソヴイエ トの現実について語るデイスター

ルという二重の役割を負っている。図解統計は写真 と同じ役割をアルバ

ムの中で果たしているといえる。

当時公式の芸術の様式とされた社会主義リアリズムでは、現実をその

革命的発展において真実らしく具体的に描 き出すべきとされる。アンド

レイ・シエャフスキーはこの点から、社会主義リアリズムは現実を描 く

のではなく、「理想像に立脚 してお り、現実をこの理想像に擬する」 と

指摘 した
30)。

社会主義リアリズムで描かれるのはあ くまでも未来の理想

であるにもかかわらず、 ドキュメンタリーを社会主義リアリズムに取 り

込むことによって、現実そのもの、「歴史的事実」あるいは「客観的真

実」
31)と

して提示される。実際のデータとともに近い未来における「計
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画」をも示すソヴイエ トの図解統計は、現実そのものに見せかけて理想

を提示する、この社会主義リアリズムが ドキュメントを取り入れる際の

トリックの一つであるといえよう。

では五カ年計画による社会主義の発展というスターリン時代のアルバ

ムのディスクール、五カ年計画によって発展した輝かしい社会という理

想像は誰に向けて記述されたものなのか。それはアルバムの読者として

想定されていた五カ年計画を推し進めたスターリン時代の新たなエリー

トたちである。ウルフはこの時代を代表するアルバム『建設のソ連邦』

について次のように記述している。

構成主義的なモンタージュは、スターリン時代のエリー トが喜んで

受け入れるような、新 しいソヴィエ ト政権の幻想的イメージを生み

出すために使われている。『建設のソ連邦』のモンタージュによる

フォト・ルポルタージュは、ソヴイエ ト連邦における社会主義建設

の仕事において新 しいソヴイエ トの上流階級が達成 したことを、あ

る種の形で視覚的に肯定することに役立った。

『建設のソ連邦』と同じくスターリン時代のアルバムは、社会主義建設を

主導するエリート達が自ら成し遂げた偉大な仕事を認識し、現実のもの

として実感するための装置であった。スターリン文化研究者のエヴゲー

ニー・ドブレンコはゴーリキーの『われわれの達成』と『建設のソ連邦』

のプロジェクトを例に、社会主義建設に携わった労働者が社会主義建設

を記述した雑誌によって初めて自らの仕事と役割を知るという「自己参

照性」のメカニズムを指摘 している
32)。 スタ_リ ン時代のアルバムは、

とくにスターリン時代のエリートたちの自己参照のための装置であり、

図解統計は科学的データというドキュメントであることによって、それ

にリアリテイを与える役割を果たしたのである。

このようにしてソヴイエ トの図解統計は、誰にでもアクセス可能な科

学的で普遍的な情報伝達のためのメソッドというノイラー トとリシツ

17



キーの初期の志向を離れ、建設に関わった人々がその華々しい成果を認

識する「自己参照」のための表象として、独自の発展を遂げたと言える。

》王

1)K″ αttκo M C.IapaД HaЯ KHИ
「

a CTpaHЫ COBCTOBo M.:KOHTaⅢ “KyЛЬTypa,

2007.C3.

2)著 者 はこの展覧会 は未見であるが、次のサイ トに紹介 されている。

https://statearchiveiru/11119 https://ww、 venashabolovkc― galleryecoln/izostat

(12 November,2021 accesscd。 )

3)伊 原久裕「象形文字か らアイソタイプヘ、視覚人間オッ トー・ノイ

ラー トの軌跡」『オットー・ノイラートとその時代』武蔵野美術大

学資料図書館、2007年 、90頁。ノイラートの活動に関してはこの書

籍および次の文献を参照。Nancy Cttwright,Jordi C礼 Lola Flcck and

Thomas E.Uebel,θ ″θ Ⅳθπ″αル.・ PカプJθ∫θμカツBθ Jンッ
“

″Sεブθ″εθ α″グPθ′″たs

(cambridgc:cambridge University Press,1996)。

4)Nancy Caiwright et ale,θ ″θN鍬″α′力,p.65。 寺 山祐策「グル ト・アル ン

ッ ISOTYPEに 形 を与 えた男」『オ ッ トー 0ノ イラー トとその時代』、

102頁。 アル ンッに関 してはこの論文 を参照 した。

5)Nancy Canwright,ct ale9 θ〃θ Nθν/αノカ9p.69.

6) Hadwig Kracutlcr,θ 〃θ Ⅳiθγ″αノカ._ル伽sθνtt α″ノfχカメ例ガθ″ガラb″た。SβαεθS

(Z)θsな″θのノbr Cθ
““

ν
“
ノεα″θη(Frankttrt am klain:Pcter Lang GmbH,

2008),pp.148-149.

7)Nallcy Cttwight et ale,θ ″θⅣ鍬″αノカ,p.75。

8)オ ットー・ノイラート『アイソタイプ』永原康史監訳、ビー・エヌ・

エヌ新社、2017年 、19頁。Nancy ca■wright,ct al.,θ 〃θN例″α励,p.75。

9)ノ イラート『アイソタイプ』、115頁。

10)イ ゾスタトでは最初に、マリー 0ラ イデマイスターがノイラートの

秘書兼代理を務め、フリードリヒ0バ ウアーマイスターが研究の仕
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事を担当し、グラフイツク部門ではエデイト・マツァリクがリーダー

となり、画家のエルヴィン・ベルナー トが参加 した。ウィーンの博

物館と同じようにバウアーマイスターらが トランスフォーマーの役

割を果たし、流れ作業でグラフが作成された。ロシア人の作業団の

リーダーを務めたのは、ニコライ・クルガノフ、セルゲイ・タプレ

ニノフ、Vシ ャトフ、カプランだった。ロシア人の研究協力者として

イワン・イワニツキーとマリヤ・オルロワも参加した。勇甥V“εκ蒻

B。 二 И30CTaTИ CTИKa И〈〈И30CTaT》 〃ΠpOCKT POCC肌 1996。 Nb lo C.62-69。

https://prOmslu/interviews/izOstatistikaキ izost〃 (21J狙.2021 accessed。 )

11)Ivtt v sttin,Ivtt P.Ivttitsky,edited by Lissistz貯 ,aSSR.・ И
“

ИJb脇

ガJ%s′″α′J“gノ乃θs′α′θθ/gα

“
ルα′Jθκ α

“
グⅣαガθκα′Eεθκ。

“
ァ6:/ノ乃θ assR

(Moscow:Scientinc PubliShing lnStitute OfPiCtOrid StttiStiCS,1939).

12)Эzb Л
"ε"η

κγ湧.HaШa KHИ ra〃 ЭЛЬ ЛИCИЦKИЙ ΦИЛЬM Ж[И3HИ.M.:HoBЫ Й

ЭpMИTaЖ ``0)ДИH,''2004.C.135。

13)Ttt Жe.

14)Ttt Жc.

15)υZα″zθθ B.B.COBCTCKaЯ ИHф OpMaЦИOHHaЯ
「

paфИKa 1930-X FOД OB//

、BeCTHИK CΠ 6「y.Cep.15.2013.BЫ Π。1。 C。 226。

16)Z`α〃
"〃

κ笏湧〃.〃 .Д O「HttЬ И ΠeperHaTЬ B TeXHИ KO―ЭKOHOMИ ЧeCKOM

oTHoIIIcHИИ ΠepeД OBЬIC KaΠИTaIИ CTИЧeCKИ e CTpaHЬI B 10 ЛeT.Mo JlI.:(E)「И3

口И30「И3.(0)TД o И306pa3ИTeЛЬHOЙ CTaTИ CTИ KИ ,1931。

17)Zθαπγηκ
"湧

Z〃 .И306pa3ИTeЛЬHtt CTaTИ CTИKa И BCHCKИЙ MeTOДo Mo Л .:

(E)「И3-И30FИ3,1932。

18)MoЛoДeЖЬ CCCP B ЦИфpaX.1吐 :BCepOCCИЙCKИЙ.И H申T И306pa3ИTCЛЬHOЙ
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